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戯画化された父性

バ ルザ ック:『 骨董室』 について

中 村 加 津

序

『ラ ・カ リカチュール』L.Caricature誌 など、バルザ ックがその作家生活を通 して関わ り

を持ち続けた、社会風刺を主眼とす るジャーナ リズム活動の、r人 間喜劇』への影響は、簡単

に語 り尽 くせるものではないが、『敵対関係』五θs一肋 α1薦sの総題のもとに収められた 『老嬢』

と 『骨董室』においては、それぞれ母性と父性が戯画化されているとい う点に、その影響が現

れていると考えたい。母性の戯画化については、先に 「バルザ ックの 『老嬢』における母性と

エ ロティシズム」1)と題 して分析 した。戯画的手法がかな り明瞭に見られる 『老嬢』に比 し、

『骨董室』LeCabinetdesAntique.に おける滑稽は、ほとんど表面に表れていない しこれに言

及 した評論も見あたらない。この二作品は一見、全 く異なる手法で描かれている。作者は 『人

間喜劇』におけるもっとも重要な手法の一つである人物再登場法に反 し、複数の作品に登場す

る同一人物に同一名を与えることを意図的に無視 してまで、この二作品の類似を隠そ うとして

いるかのようだ。本論では、この二作品の接点に注 目することにより 『骨董室』における戯画

的手法をあぶ り出す。先ず、第1章 では、人物の描き方、筋の展開の仕方におけるこの作品の

特徴を示す。第2章 では、この作品の主題である貴族社会とブルジョワ社会の対立の仕方につ

いての特徴を歴史的見地から示す。第3章 では、この作品の舞台である古い貴族の家では、父

性はいまや父親ではなく、元執事であるシェネルとい う、忠誠心の象徴のような人物によって

代表されていること、そ して、彼が崇高な自己犠牲によってブルジョワの手に渡ることを防こ

うとしているものは、いまや時代の流れのため守 りきれないものであることを指摘する。第4

章では、第1章 に示 した技法などにより、この崇高なシェネルさえも戯画化されることが可能

となっていることを指摘 し、この手法をバルザ ックはなぜ必要としたかを推測する。
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第1章

こ の作 品 の構 想 が 最 初 に バ ル ザ ッ クの頭 に 浮 か ん だ 時 期 を 特 定 で き る のは 、1833年ll月2日

の ハン ス カ夫 人 へ の 手 紙2)で あ り、 また 、 翌 年8月 の 同 人 へ の 手 紙 で は、 彼 が そ の 冒 頭 の 部 分

を 彼 女 に見 せ た こ とを 話 題 に して い る の で3)、 実 際 に この ころ 書 き始 め られ て い た の は確 か で

あ る。 しか しr骨 董 室 』 の最 初 の部 分 だ け が 初 め て 公 に され た のは 、2年 以 上 も後 の1836年3

月6日 号 のrク ロニ ッ ク ・ ド ・パ リ』LcC加o吻%θ4θ 」Rα7廊誌 上4)で あ り、 更 に1838年9月22

日号 か ら同年10月8日 号 まで のrコン ス テ ィテ ユシ ョネ ル』L.Coπs≠ 吻 劾 槻 θ1誌所 収 の も の

を 経 て 、 現 在 私 た ちが 読 ん で い る の とほ ぼ 同 じ形 の も のが ス ー ヴ ラン 社 か ら二 巻 本 と して 出版

され た のは1839年3月13日 で あ る。1833年 か ら39年 まで の こ の期 間 は 小 説 家 バ ル ザ ッ クの最 も

豊 穣 な時 代 と言 え るだ ろ う。r十 三 人 組 物 語 』 研s孟o勿s4θsT名 雄 θ、r田 舎 医者 』 五θ1膨4θ6勿d

Cα規ραgπθ、 『ウ ー ジ ェニ ・グ ラン デ 』EugenicGrande、 『セ ラ フ ィタ』Seraphic、 『ペ ール ・

ゴ リオ』五θ」R2ZθGo7魏 、 『谷 間 の百 合 』五θ加4雌 師 αValley、 『幻 滅 』Illusionsperdue .、 『老 嬢 』

L.加 θづ11θFづ11θな ど、 題 名 が 話 題 に な るだ け で 主 人 公 の姿 が 目に 浮 か ぶ よ うな作 品 が 次 々 と発

表 され た ので あ る。 これ らに 比 し 『骨 董 室 』 は 、 人 名 で は な く定 冠 詞 を つ け た 普 通 名 詞 を 表 題

と して い る こ とか ら も、 あ る特 定 の、 目立 った 個 性 の持 ち主 や 、 数 奇 な運 命 を 描 こ うと した 作

品 で は ない こ とが 窺 わ れ る。

こ こ に言 う骨 董 室 とは 、 「フ ラン ス で最 も 目立 た な い県 庁 所 在 都 市 の 一 つ で あ る 町 の 中 心 、

通 りの片 隅 に」(iv,p.965)位 置 す る老 貴 族 の住 処 の こ とで あ る。 こ こに住 む デ グ リニ ョン 侯

爵 家 は4世 紀 後 半 、 ゲル マン の大 移 動 時 に 北 ガ リア の地 に 建 国 した フ ラン ク族 の中 で も有 力 な

首 領 の末 喬 と され る。 当 主 の シ ャル ル=マ リ=ヴ ィ ク トール=アン ジ ュ=カ ロル ・デ グ リニ ョ

ンは 、 国 境 周 辺 警 備 の長 を 意 味 す る 「侯 爵 」 の称 号 に 強 い 誇 りを 持 ち、 ど の よ うな機 会 に も公

爵 の称 号 を得 よ うとは 思 い も しな か った 。 「私 が侯 爵 の称 号 を担 って い る の は、 国王 が フ ラン

ス国 家 を 担 って お られ の と同 じ条 件 な のだ 」 と言 って い た(iv,p.966-7)。 彼 は革 命 に よ り財

産 のほ とん どを 没 収 され 、 亡 命 は しなか った も の の姿 を 隠 して い た 。 ナ ポ レオン の帝 政 が 確 立

した1804年 か ら5年 に か け て 、 外 国 に 亡 命 して い た 貴 族 た ち の三 分 の二 が フ ラン スに 戻 って 来

た が 、 そ の多 くは パ リに と ど ま って 新 しい 体 制 に 擦 り寄 った 。 しか し彼 は 、 か つ て の領 地 に 戻

り、 貴 族 と い う身 分 、 王 政 とい う政 治 体 制 へ の 忠 誠 を 維 持 し続 け る 人 た ち の一 人 で あ った

(iv,p.973)。 彼 の風 貌 は、 「い か に も貴 族 的 な、 ル イ15世 、 ボ ー マル シ ェ、 リシ ュ リ ュー元 帥

の顔 に 見 られ る よ うに 見 事 な額 」、 「ぎ ら ぎ ら した 目に は 年 齢 に よ る衰 え を 見 せ ない 勇 気 と火 花

が ほ とば し り、 鼻 は コン デ家 の も の、 形 の よい 口は ブル ボン 家 の も の」(iv,p.996,7)と 描 か

れ て い る。 人 柄 も よ く、 主 義 を 異 に す る人 々に さえ 信 望 が 厚 い 。 彼 は 、 フ ラン ス革 命 の重 大 さ

を 直 視 しよ うと しない 。 一 家 の陥 って い る経 済 的 困 窮 状 態 、 そ こか ら派 生 した 、 一 人 息 子 の破
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廉 恥 な行 動 の数 々に つ い て も、 心 や さ し く老 侯 爵 を い た わ る周 囲 の人 た ちに よ って そ の全 容 は

巧 み に 隠 され る ので 、 誇 りとす る一 家 の没 落 へ の不 安 を 大 して 感 じて い ない よ うで あ る。 彼 の

苦 しみ は生 々 し く描 か れ な い の で 、 そ の よ うな 印象 を与 え る。 「ユ ル トラ」 と命 名 され た 、 最

も過 激 な王 党 派 に 属 して い た(iv,p.978)何 人 か の貴 族 の うち の一 人 に す ぎ ない 。

こ の一 家 の貴 重 な 後 継 者 で あ る べ き一 人 息 子 の デ グ リニ ョン 伯 爵 は、 『ペ ール ・ゴ リオ 』 の

ウ ー ジ ェー ヌ ・ ド ・ラ ス テ ィ ニ ャ ックや 、 『幻 滅 』 の リュシ アン ・ ド ・リ ュバン プ レと同 じ く、

一 旗 挙 げ よ うとパ リに 出 る 田舎 貴 族 の 長 男 で あ る
。 モ ー リス ・バ ル デ ー シ ュはrr骨 董 室 』 は 、

『ペ ール ・ゴ リオ』 を 理 解 させ るた め に 書 か れ た よ うだ と言 え るだ ろ う。 これ は 種 明か しで あ

り、 解 剖 の下 ご し らえ で あ る。 『ペ ー ル ・ゴ リオ 』 に お い て 暗黙 の うち に 了 解 され て い た も の

(_)が 、 こ こで は す べ て 明 る み に 出 され て い る」5)と述 べ て い る。 また 、 カ ス テ ッ クス は 、

「デ グ リニ ョン は、(_)成 功 す る ラス テ ィ ニ ャ ッ ク とは対 照 的 な 人 物 で あ り、(_)リ ュバン

プ レ とは 同類 で、(...)弱 い性 格 の犠 牲 者 で あ る」6)と言 う。 しか しなが ら、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン

・デ グ リニ ョン が こ の二 人 の よ うに 、 『人 間 喜 劇 』 中 の悪 魔 的 存在 で あ る ヴ ォー トラン に 出

会 った り、 ラ ス テ ィニ ャ ッ クが ボ ー セ アン 夫 人 か ら処 生 術 を 教 え られ た よ うな場 面 は ない 。 彼

の私 文 書 偽 造 の犯 罪 は リ ュシ アン の も の と 同類 で あ るが 、 そ の結 果 自殺 を 決 意 して 故 郷 の河 の

ほ と りを 彷 程 う とい う悲 劇 的 情 景 も描 か れ な い し、r娼 婦 盛 衰 記 』 助1侃4θ 解3θ ≠1協s27θsde

Co纏 細 πθsに 描 か れ た 、牢 獄 で の首 吊 り自殺 の よ うな悲 劇 的結 末 もな い 。 ヴ ィ クチ ュル ニ ァ

ンは そ の後 の作 品 の中 で もパ リの社 交 界 に 登 場 す るが 、 平 凡 な貴 族 に す ぎ ない 。

ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を 誘 惑 し、 破 産 に 導 くモ ー フ リニ ュー ズ公 爵 夫 人 は 、 こ の作 品 で は 彼 と

の恋 愛 の一 部 始 終 と、 そ して 自分 に 汚 名 を 着 せ られ る のを 避 け るた め に 、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン

を 苦 境 か ら脱 出 させ る場 面 だ け が 描 か れ て い て 、 彼 女 の人 と な りが 全 面 的 に 明 らか に され る の

は 、 姓 も変 って か ら 『カ デ ィニ ャン 公 妃 の秘 密 』五θsSθ6窺34θZαρ珈6θ∬θ4θCα4忽"侃(1840)

の主 人 公 と して 登 場 す る と きで あ る。 こ こで の彼 女 は 、 デ グ リニ ョン 家 に あ れ ほ ど も大 き な犠

牲 を 払 わ せ た ヴ ィ クチ ュル ニ ァン と の恋 愛 に つ い て 、 全 く良い 思 い 出 も罪 悪 感 を 持 って い ない

し、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を 軽 蔑 して い るだ け で あ る(vi.p.952,p.956,p.992)。 彼 と の関 係 は

恋 愛 遊 戯 に過 ぎな か った こ とが改 め て確 認 され る こ とに よ り、 『骨 董 室 』 の 中 で大 き く取 り上

げ られ て い る事 件 の意 義 の軽 さが 強 調 され る ので あ る。

『骨 董 室 』 が 『老 嬢 』 と セ ッ トに して 『敵 対 関 係 』 とい う総 題 の も とに 『人 間 喜 劇 』 第7巻

に 収 め られ た1844年 に 、 伝 統 のあ る貴 族 社 会 と、 新 興 の上 流 ブル ジ ョ ワジ ー と の根 深 い 対 立 関

係 が2作 品 の 共 通 の テ ー マ で あ る こ とが 、 は っ き りと打 ち 出 され た 。 『老 嬢 』 に よれ ば 、 ブル

ジ ョ ワを 代 表 す る デ ュ ・ブ スキ エ 家 は 、 ア ランソン の古 い 家 柄 で 、 彼 の父 は 刑 事 裁 判 所 の判 事

で あ った 。 つ ま りこ の地 方 都 市 で は 貴 族 と ブル ジ ョ ワと の中 間 の位 置 に あ る。 父 の死 後 、 無 一

文 に な った 彼 は パ リに 出 る。 革 命 勃 発 時 に 事 業 を 始 め 、 フ ラン ス軍 の糧 秣 請 負 業 に よ り財 界 の
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巨頭の一人として数えられ、大臣になる望みを持てるまでになる。バルザ ックによれば、当時

の実業界は、革命の旗印の清廉潔白な印象に反 して、その時々の政府との不明朗な癒着により、

多額の不当な利益を得ているものばか りであった。デュ・ブスキエは、めまぐるしく移ってい

く時流の波に乗って、ナポレオン派にも、反ナポレオン派にも組するが、マレンゴの戦いの際、

投機に失敗 して破産する。つまり、御用商人であ りながらナポレオンの敗北に賭けたのである。

それが明るみに出たので、ナポレオンの憎 しみも受けるようになり、その後は政界への進出も

ままならず、収入としては1200フ ランの終身年金だけとい う身分になって、故郷のアランンン

に舞い戻る。 しか し王党派の勢力が根強いこの地方都市では、ナポレオンに冷遇されている彼

は、人々の注意を引 く存在 となれる(iv,827-8)。 有利な結婚によって政界への巻 き返 しを図

ろうとする彼が、先ずはこの町で最高の家柄であるデグリニョン侯爵の妹、アルマン ド嬢に結

婚を申し込み、すげなく断られる経緯についてはデグリニョン家の立場から 『骨董室』に説明

されている(iv,969)。 次に彼が狙 うのは、過去にはアランンン 公の執事や、裁判官、司教な

ども多 く出している、この地方で最 も有力な家柄の1つ であるコルモン家の唯一の相続人、ロー

ズとい う、適齢期をはるかに越えた、巨万の富を持つ独身女性である。彼女は、平民とはいえ

貴族社会とも繋が りを持ち、そのサ ロンは小貴族や聖職者や法.曹など、様々な身分の名士が多

く集ま り、政治的にはないが しろに出来ない勢力とな りうる(iv,p.845-7)。 他の二人の競争

者に うち勝ってデュ・ブスキエがコルモン嬢との結婚を果たす経緯は詳細に描かれている。彼

は 『骨董室』では、名をデュ・クロワジェと変更されている。競争者のうちの一人は貧乏で独

身の貴族で、デグリニョン家のサ ロンの常連である名門貴族の仲間である。そのため、この結

婚以来、 この町の貴族界 と、 ブルジョワ界 との対立が激化したと、『骨董室』には書かれてい

る(iv,p.979)。 結婚は1816年6月 のことである。r骨董室』の物語が始まる1822年 には、デュ・

クロワジエはパ リの最有力の銀行との繋が りも強 く、この県の産業界の トップとい うことにな

っている(iv,p.980)。 しか しこの作品中の彼は、筋書 きの必要性以上の詳 しさでは描かれて

いない。

r骨董室』における人物の扱い方の点でのもう一つの特徴は、作者が登場人物を自らの言葉

として紹介せず、他の作中人物に語らせている場合が多いことである。ヴィクチ ュルニァンが

パ リに出たとき、大都会には じめて進出した青年の驚きを作者が生々しく描 くのではなく、周

囲にたむろする、 ド・マルセーやラスティニャックなど青年たちの会話によって説明されてい

る場合が多い。また、何より特徴的なのは、ヴィクチ ュルニァンの育ての親、アルマン ド・デ

グリニョンの描き方である。彼女の高貴な美 しさを感動的に描 くのは、作者ではなくr人 間喜

劇』中のあちこちに登場する有能な文筆家エ ミール ・プロンデである。作品の最初と最後に、

彼が後に書いたとされる文章が長々と引用されている。

人物の扱い以外に、筋の運びについても、r骨 董室』は同時期に発表された他の作品とは異
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なる点が見られる。 ドラマティックに描 くのを作者が意図的に避けていることである。ヴィク

チ ュルニァンに授けた教育の失敗が、デグリニョン家を襲った悲劇の原因とされるのだが、そ

れを予告する文章は、母親代わ りになって彼を育てたアルマン ド嬢を最初に紹介 した文章の末

尾にすでに付け加えられている。「デグリニョン嬢は、この物語の最も教訓的な人物の一人で

ある。知性がなければ、いかに純粋な美徳も有害となることを読者はお分か りになるだろう」

(iv,p.973)と 、皮肉をこめて書かれている。ヴィクチ ュルニァンが生まれ故郷を後に して、

いよいよパ リに向けて出発する場面では、彼の生来のす ぐれた素質、それまで彼が育った優 し

い環境がすべて裏 目に出ている様が描かれ、「彼を破滅させることになる有害な好意」 と決め

付けられる(iv,p.loo6)。 彼が始めてモーフリニューズ公爵夫人と出会った、少人数の夜会の

場面で、2人 が去 った後に残 った数人のパ リの社交界の男女の間で、ヴィクチ ュルニァンはモー

フリニューズ夫人に 「精神的にも、財政的にも間違いなく破滅させられますよ」と話 し合われ

る。そ して作者は、「この残酷な言葉は、若いデグリニョン伯爵にとって残酷な現実 となった」

と付け加える(iv,p.1019)。 以上のように、作者は繰 り返 し、読者に結末を教えるのである。

それは、言わば探偵小説の一つの手法、最初の場面で読者(観 客)に 犯人を見せておき、彼を

逮捕する側も犯人の目星をつけていることが分かっていて、読者(観 客)は 両者の駆け引きを

観て楽 しむとい う類のものに似ている。あるいはまた、誰もが筋書きを知っている民話や神話

の類とも言えようか。これらの場合、読者なり観客なりは、自分が主人公になったような、手

に汗握る興奮ではなく、物語の展開の巧みさを求めるのである。

以上のように、作者自身が登場人物の内面に感情移入するのではなく、作者は一歩退いて人

物の言葉を借 りるなどの方法で、読者自身にも客観的な理解を促 している。それでいて、バル

ザ ックが1839年 版につけた序文の中の言葉(iv,p.960)を 借 りてカステックスが言 うように、

この作品は他の作品に劣らず、「十分 ドラマティックに構成 されている」7)。

『総序』.肋侃 砂70φosの 中で、『人間喜劇』は 「人間及びその生」を描 くことを目的とする

とい う意味の説明を した後で、バルザ ックは、「あるr社 会』が見せて くれる3000な り4000な

りの人物を使って、興味深い ドラマを一体どうしたら作れるのだろうか。詩人にも哲学者にも、

そ して内面に詩と哲学を持つ魅力的な人物像を望んでいる一般の人たちにも、同時に気に入っ

てもらえるにはどうすればよいのか。(_)現 代にいたるまで、 どんなに有名な物語作者 も、

一人か二人の典型人物を創造 し
、その生涯の一面を描 くことに才能を費や したのだ」と述べて

いる。そ して古代ギリシャの小説からゲーテに至るまでの、10指 にあまる有名な主人公の名を

列挙 し、このような人物を使って戸籍簿に対抗できるほどのものを創作する困難さに言及する

(i,p.lo)。1842年 、彼がこの序文を執筆 した ときまでに、以上の目的に向ってある程度まで

彼の仕事は捗っていたと言えるのではないか。 しか し、これは技法上の問題であって、本来の

目的は彼の時代の風俗の歴史を書 くことにあるのだから、強い印象を与える人物を創造する以
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外の方法があ りうる。『骨董室』はその一例である。そ してこのような技法が、後に述べるよ

うに、戯画化を可能にするのである。次に、戯画化される対象となる貴族社会についての認識

を確定するために、歴史的背景と、それについての作者の社会観を整理 してみる。

第]1章

r骨董室』で描かれる事件は、1822年 から24年 の始めにかけた、ルイ十八世の立憲王政の最

後の時代に設定されている。王政の当初は自由主義的な立憲派が主導 していたが、1820年 のベ

リー公暗殺事件をきっかけに、過激な王党派が力を持つ。1824年9月 にルイ18世 が他界 したあ

と、王太子時代はユル トラの首領であったアル トワ伯シャルル10世 の治世がは じまる。王権神

授説にのっとった戴冠式を敢行するなど、極端に反動的なこの王の諸政策は人々の反感を買い、

1830年7月27日 から29日 までの、久 し振 りの民衆蜂起へとつながるのである。シャルル10世 は

玉座を追われ、英国に逃れる。その道中の王をデグリニョン侯爵は、町の貴族仲間と一緒にノ

ルマンディーの果てまでエスコー トし、その直後に死ぬのである。

このころの人々の生活の実態は、フランス革命の精神の恩恵をどのように受け、どれほど平

等が実現されていただろ うか。バルザックは1825年r紳 士の法典』CodedeGθ πs加槻6≠θs、

1830年r優 雅な生活論』丁名α舵4θZαVieelegantな どで、王政復古政体下の社会の階層別の分

類を試みているが、それらのうち1830年 末フィリポン創刊のrラ ・カリカチ ュール』誌のため

に書いた 『小さな手芸材料店』五θρθ醗1吻7碗7で の、パ リ市民の階層別の分類を見よう。これ

は1815年 のパ リを舞台として1834年 に書かれたr金 色の目の娘』Lc-Fづ11θα%κ夕θ%κ4わ7の冒頭

に再利用された。先ず、最下層は体力の限界まで働いても、ぎりぎりの生活を余儀なくされる

労働者階級。彼らが我が子を自分よりも一つ上のラン クに上らせようとするなら、8種 類もの

職業につき、早朝から深夜まで片時も惜 しまぬ超人的働きを しなければならない。次にプチブ

ルジョワ、つまり何かを所有する階級である。夫婦共にたゆまず働いて、やっと老後のための

わずかな年金を得、娘にはわずかでも持参金を持たせることができる。彼らは上層ブルジョワ

にコネも作れるかもしれない。それによって子どもを上流階級に押 し込むのが夢である。第三

の階級は、お金を動かす人々である。一瞬の好機も逃さず収益をあげなければならない。この

階級の更に上に芸術家がいる。彼らは金と芸術を両立させるために疲れ果てている。風通 しが

よくすがすが しい世界は頂上の貴族社会だけである。そこには苦役はなく、金がある。彼らの

生の不都合な点 といえば、快楽を生み出す ことに熱心なあまり、感覚を浪費す ることである

(v,p.1040-51)。

革命精神の普及のお蔭で、努力さえすれば一つでも上の階級に所属できるようになっただけ

で、階級がな くなったわけでは決 してない。「侯爵家の人々が舞台の上で占めていた座席は、

名は変わっても実は相変わ らずそのまま残 っていたのである」(iv,p.1011)。 ただ、金銭の力
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が大きくなった。1814年6月4日 に公布された憲章では、政治制度は二院制をとり、世襲の議

員からなる貴族院以外に、選挙によって選ばれる代議院が設置されたが、選挙権があるのは30

歳以上の男子で、年300フ ラン以上の直接税を払 うものに限 られた。その数は約9万 である。

ちなみに現在 フランス本土となっている領域の人 口は、1816年 に3057万 人 とい う統計がある8)。

1817年には更に、貴族院議員の資格も、財産によって明確な位階を付けた 「貴族財産」を設定

された議員に限 られた。フランスでは15世 紀にはすでに、notableと 呼ばれ る官職保有者の支

配が確立 していたといわれる。notableの 基礎はまず富である。その伝統はず っと残 り、七月

王政下でも、「たとえば議員に立候補するためには、年500フ ランの税金を払わなければならな

かったが、これは2500フ ランから5000フ ランの年収に相当 していた。ちなみに労働者階級の年

収は良くても750フ ラン、 リセの教授で も1500フ ランの年収 しかなかった」9)。notableの 集団

は、貴族や大ブルジョワたちにより成 り立っていて、このような富と権力のエ リー トはまた、

知のエ リー トでもあ り、当然オピニオン リーダーとしての影響力を行使 した。高い教養を身に

つけるための手段を持つのは彼らだけである。情報交換の場は主としてサ ロンであ り、そこに

は、もちろん美 しく上品に着飾った女性たちの存在が不可欠であった。その高雅な華やかさは

誰 しもの羨望の的とならざるを得まい。ナポレオンが帝位につ くやいなや実現 したことは、皇

帝を最高位とする位階秩序を顕示することであった。彼は 「かつての王宮であるテユイル リ宮

に移 り住み、宮廷を復活 した(...)。 宮殿では毎 日のように宴会や儀式が催され、(...)華 美で

権威秩序の宮廷が再興された。旧貴族夫人が出仕するようにな り、王政の儀礼が復活」 した10)。

このころには他人に労働をさせて生きる人たちは決 して軽蔑の対象ではなく、かえって崇め

られる。バルザックが1824年 に書き上げていて1829年 に出版 したr結 婚の生理学』Physiologic

伽 〃zα磁81θの中で、当時の夫婦の実態を統計的に示す 「夫婦の統計」と題 した部分で、フラン

ス女性の明細書と称するものがある。そこでは、全人口を3000万 人と見積もり、そのうち1500

万人 とみなされる女性の数の中か ら、まず900万 人が除外されている。彼女たちは人間と認め

られない。なぜなら、「絶え間なく地面の上にかがみこんで、つるは しで土を掘 り、鍬で土を

ならし、(_)産 み落とした沢山の子どもを同じく極貧と労働 とに委ねる」ばか りだからであ

る(xi,p.924)。 一方、貴族たちは仮に職業を持 っていても、ブルジョワのようにそれに没頭

することす ら決してない。「ゲーテは貴族たちを大いに賛嘆 していたが、彼の眼を特に引いた

のは、貴族たちの精神があらゆる意味で束縛されていず、職業、仕事などの癖を一切見せず、

どんな職業、どんな地位にも苦もなく対処できたことである。そのため彼らの会話には魅力が

あ り、身振 りはすばらしくしなやかで、 しかもうぬぼれは見えないのだと言っている」11)。

バルザ ックがパ リ市民の階級の中で、芸術家を貴族の次に置いているのは、彼が感性をいか

に重視 していたかを証明するものである。貴族の条件である礼節を示すのは、「俗 と区別 され

るべき洗練 と繊細 さ」12)であった。立派な住居や美 しい衣服に象徴される王族や貴族への、人
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々 の憧 れ は 一 般 的 な も ので あ る。 西 洋 の民 話 に そ れ は 顕 著 に 現 れ て い る。 女 性 の場 合 、 美 し く

高 価 な衣 服 は 厳 し く特 権 的 な も ので あ った 。 小 間 使 い が 脱 ぎ捨 て られ た 奥 様 の衣 装 を 片 付 け る

と き な ど、 人 目を 盗 ん で そ の衣 装 を 着 た わ が 姿 を 鏡 の中 に 見 とれ て い る と こ ろを 見 つ け られ 、

即 刻 解 雇 され る場 面 が よ く描 か れ る。

デ グ リニ ョン 侯 爵 の妹 、 アル マン ド嬢 の描 写 は 、 ブル ジ ョ ワ階 級 のエ ミール ・プ ロン デ の子

供 時 代 の思 い 出 と して 提 示 され るが 、 少 年 エ ミール の 目に 映 った アル マン ド嬢 は 、 ま るで お 伽

噺 の登 場 人 物 で あ る。 こ の世 な らぬ 美 しい 女 性 へ の、 幼 い 恋 心 に も似 た 憧 れ が あ ます と こ ろ な

く描 か れ て い る。 「デ グ リニ ョン 嬢 ほ ど私 の想 像 力 を か き た て た 女 性 に 出 会 った こ とは 、 他 に

一 度 もな い
。(_)甥 の ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を 連 れ て 歩 い て い る の を遠 くの 散 歩 道 に見 つ け る

と、 私 は 子 ど も なが ら、 新 しい生 を得 た よ うな気 持 に な った もの だ 。(_)r千 夜 一 夜 物 語 』 を

読 ん だ こ ろ、 そ の中 の女 王 や 妖 精 に 私 は デ グ リニ ョン 嬢 の顔 か た ちや 身 の こ な しを 結 び 付 け て

考 え た も ので あ る」(iv,p.972)。

そ の アル マン ド嬢 も 自身 の血 統 に つ い て コン プ レ ッ クスを 持 って い る。 彼 女 と デ グ リニ ョン

侯 爵 と の関 係 は 異 母 兄 妹 で あ る。 彼 女 の母 は ル イ14世 の時 代 に 貴 族 に 列 せ られ た 徴 税 請 負 人 の

孫 娘 で あ り、 侯 爵 の父 が 晩 年 に 後 添 え と して 迎 え た ので あ った 。 こ の結 び つ きは 一 門 か ら極 め

て 身 分 違 い の結 婚 とみ な され て い た 。 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン の母 は デ グ リニ ョン 家 に 匹 敵 す る家

柄 の 出で あ る。 革 命 のた め に 破 産 して い て 、 侯 爵 は こ の家 柄 を 存 続 させ よ うと の意 図 もあ って

結 婚 した のだ が 、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を 生 ん だ と きに 死 ん だ 。 アル マン ド嬢 は 赤 ん 坊 の母 親 代

わ りと な った 。 の ちに 、 彼 女 へ の立 派 な縁 談 を 持 って 元 執 事 が や って きた と き、 彼 女 は 「私 が

母 親 で あ る こ とを 察 して くだ さ らな け れ ば … 」 と言 って 断 る。 そ れ を 聞 い て 感 動 した侯 爵

は 、 初 め て彼 女 を 正 式 に デ グ リニ ョン 家 の も の と認 め た の で あ る。 「私 は 死 ぬ ま で デ グ リニ ョ

ン嬢 の ま まで い るつ も りで す 」 と言 う彼 女 は 、 兄 に 対 して あ る種 の宗 教 的 な感 情 を 持 って い た

(iv,p.970-1)。 少 年 の 眼 に は、 「アル マン ド嬢 は 封 建 制 度 の神 様 」 の よ うに 映 った とい うプ ロ

ンデ の回 想 は、 彼 女 の デ グ リニ ョン家 へ の 思 い 入 れ の 強 さを 証 明 す る も ので あ る(iv,p.973)。

デ ュ ・ク ロ ワジエ が デ グ リニ ョン 家 の元 の執 事 、 今 は 公 証 人 と な って い る シ ェネル に 言 う言

葉 は 注 目に 値 す る。 「シ ェネ ル さん 。(_)あ な た の お大 事 な貴 族 の方 た ち に 分 か って い た だ く

こ とが 大 事 な ので す 。 一 つ の正 義 、 い ろい ろ な法 律 、 一 つ の ブル ジ ョ ワ階 級 、 そ して 彼 ら と等

価 値 の、 彼 らを 押 さえ て い る少 人 数 の貴 族 階級 が あ る こ とを 。(...)あ な た 方 は 旧体 制 へ戻 る

こ と、 社 会 契 約 、 私 た ち の権 利 が 書 か れ て い るあ の憲 章 を 破 殿 す る こ とを 望 ん で お られ ます 。

(...)私 は 民 衆 を 擁 護 す る もの です(...)」(iv,p.lo54-5)。 革 命 時 の 人権 宣 言 を 思 わ せ る こ の

よ うな言 葉 を 前 置 きに 、 彼 が 持 ち 出 した 要 求 は 、 デ グ リニ ョン 侯 爵 を 頭 とす る 『骨 董 室 』 のサ

ロン に 「私 の妻 と私 とを 、 毎 晩 、 親 しみ を 込 め 、 うわ べ だ け で もに こや か に 、 迎 え て い た だ き

た い 」(iv,p.lo55)と い うの で あ る。 さ らに400万 フ ラン の財 産 を持 つ こ とに な る 自分 た ち の
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姪 を 若 い デ グ リニ ョン 伯 爵 の妻 とす る こ とを 要 求 す る。 人 類 の平 等 を 何 よ りも重 ん じる革 命 思

想 を 盾 に して 、 自分 とそ の一 家 が 名 門 貴 族 の仲 間 入 りす る こ とだ け を 望 む とは 、 何 とい う矛 盾

で あ ろ うか 。 しか し、 彼 が デ グ リニ ョン 嬢 と の結 婚 を 拒 否 され た こ とへ の恨 み 、 屈 辱 感 が こ の

物 語 の ス トー リー の核 と な って い る。 結 婚 に よ り富 を 獲 得 す る こ とは で きた 。 た だ 、 デ グ リニ

ョン 家 へ の復 讐 心 はr骨 董 室 』 に 仲 間 入 りで き る まで は 晴 らす こ とが で き ない 。 彼 が 取 る作 戦

は ヴ ィ クチ ュル ニ ァン の、 血 筋 へ の思 い 上 が りを 利 用 して 、 こ の家 を 破 壊 して しま うこ とで あ

る。 貴 族 的 で あ るた め に は 多 額 の金 銭 が 必 要 で あ る。 と こ ろが 革 命 に よ り貴 族 は 手 許 不 如 意 に

な っ て い る。 一 方 、 『ウ ー ジ ェニ ・グ ラン デ』 に も描 か れ て い る よ うに 、 目先 の利 く ブル ジ ョ

ワは 革 命 時 に 没 収 され た 貴 族 の財 産 を 手 に 入 れ て 、 しこた ま金 を 儲 け て い た 。 富 の階 級 間 の移

動 が 、 こ の時 代 の顕 著 な特 徴 で あ る。 富 を 増 や す 算 段 を せ ず 、 貴 族 の対 面 だ け を 保 と うとす る

貴 族 の家 柄 は 、 絶 え る のを 待 つ ば か りで あ る。

『人 間 喜 劇 』 の中 で 頻 繁 に 描 か れ て い る よ うに 、 こ の時 代 にnotableの 仲 間 入 りを す るた め

に は 、 選 挙 に よ って議 員 な どの 地 位 に つ く以 外 に、 官 職 を得 る方 法 と して は 、notableと 何 ら

か の繋 が りを 持 って 人 脈 に 頼 る こ とで あ る。 も っ と も、 文 才 な ど 目立 って 優 れ た 芸 術 の才 能 に

よ っ て認 め られ る こ とも あ る。 『骨 董 室 』 で は エ ミール ・プ ロン デ が そ れ で あ る。 しか し彼 さ

え も、 パ リで の成 功 を 確 か な も の とす るた め に は 、 幼 馴 染 の トレヴ ィル 嬢 を 介 して 、 彼 女 が 結

婚 した 元 帥 の モン コル ネ伯 爵 を 後 ろ盾 と して い る。

ヴ ィ クチ ュル ニ ァン ・デ グ リニ ョン の犯 した 私 文 書 偽 造 が 、 地 方 都 市 の裁 判 所 で ど の よ うに

扱 わ れ るか が 、r骨 董 室 』 の 筋 の なか で最 高 の 山 場 と な る の で 、 重 要 な 意 味 を 持 つ の は 法 曹 界

の人 々で あ る。 カ ス テ ッ クスは バ ル ザ ッ クは こ の作 品 中 で 、 当 時 の法 曹 界 の事 情 を 非 常 に 正 確

に 説 明 して い る と述 べ て い る13)。地 方 都 市 の 官 職 は 終 身 制 で あ った ので 、 有 能 で 野 心 的 な若 者

は 出世 す るた め に は 、 人 事 の異 動 が 期 待 で き る首 都 に 出 る必 要 が あ った 。 こ こに 描 か れ て い る

保 守 的 な時 代 に そ れ を 可 能 に す る のは 、 王 家 、 また は 王 家 と の繋 が りが 深 い 大 貴 族 の庇 護 で あ

る。 こ の よ うな青 年 と して 二 人 が 登 場 す る。 予 備 判 事 ミシ ューは 、 シ ャン パ ー ニ ュ地 方 の最 も

有 力 な家 柄 のサン=シ ー ニ ュ家 の後 ろ盾 を 得 て い る ので 、 ま も な くパ リの控 訴 院 に 配 属 され る

こ とに な って い た(iv,p.lo60)。 も う一 人 の予 審 判 事 カ ミ ュ ゾは 、 小 才 の利 く妻 か ら、 デ グ リ

ニ ョン 家 に有 利 に 働 け ば 、 「王 様 御 自身 に尽 く して い る こ とに な るの だ か ら、 あ な た は き っ と

パ リの代 理 判 事 に なれ るわ 」 と耳 うち され る(iv ,p.lo82)。

ヴ ィ クチ ュル ニ ァン ・デ グ リニ ョン の虚 栄 心 を 利 用 して 、 こ の誇 り高 い 一 家 へ の恨 み を 晴 ら

す た め の デ ュ ・ク ロ ワジエ の策 略 は 彼 に と って 思 い のほ か うま く運 び 、 い よい よ ヴ ィ クチ ュル

ニ ァン を 逮 捕 させ る まで 進 ん だ 。 しか し、 こ こで モ ー フ リニ ュー ズ公 爵 夫 人 が 登 場 す る。 愛 人

の ヴ ィ クチ ュル ニ ァン が 有 罪 とい うこ とに なれ ば 、 彼 女 の名 誉 に と って も大 き な汚 点 と な る。

彼 女 は 国 王 す ら も動 か せ る立 場 で あ る。 野 心 家 た ちは デ グ リニ ョン 家 側 に つ け ば 、 モ ー フ リニ
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ユー ズ家 もあ て に で き る。 とは い え 、 法 律 上 の筋 道 は 通 され て い なけ れ ば な ら ない 。 終 始 デ リ

ニ ョン 家 のた め に 滅 私 奉 公 して い る シ ェネル の作 戦 は 、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン が デ ュ ・ク ロ ワジ

エ の署 名 を 使 って 手 形 を 書 い た 時 点 で は す で に 、 デ グ リニ ョン 家 か ら デ ュ ・ク ロ ワジエ あ て に 、

そ れ だ け の金 額 を 支 払 わ れ て い た とい う証 拠 を で っ ちあ げ る こ とで あ った 。 そ うす れ ば 、 罪 は

ず っ と軽 くな り、 野 心 家 の法 曹 た ちか ら の協 力 も得 や す い 。 こ こで 、 シ ェネル は パ リで モ ー フ

リニ ュー ズ夫 人 か ら受 け 取 った30万 フ ラン を デ ュ ・ク ロ ワジエ 夫 人 の所 に 持 ち込 み 、 日付 を 遡

らせ た 受 取 書 を 書 か せ る。 デ ュ ・ク ロ ワジ エ夫 人 は 、 『老 嬢 』 の コル モン 嬢 で あ る。 愚 か な ま

で に 正 直 で 、 信 心 深 い 彼 女 が 、 夫 に 不 利 に な る虚 偽 の証 言 を す る。 驚 い た 夫 に な じられ た 彼 女

は 言 う。 「私 は あ な た の た め を 思 っ て した の で す 。 も しいつ の 日か 、 あ な た の姪 とお若 い 伯 爵

様 と の ご結 婚 が 成 立 して 、 あ なた が デ グ リニ ョン 家 と親 戚 関 係 に な る なん て こ とに なれ ば 、 そ

れ は 今 日、 私 の した事 の おか げ な の です よ」(iv,p.lo89)。 彼 女 ら し くな い 、 先 を 見 通 した こ

の発 言 に夫 は 驚 き、 口を つ ぐん で し ま う。 こ の場 面 は 、r老 嬢 』、r骨 董 室 』 の二 作 品 を ひ とつ

に す る見 事 な結 論 と な って い る。 シ ェネル に と って も、 そ して コル モン 嬢 に と って も、 デ グ リ

ニ ョン 家 の名 誉 を 守 る こ とが 、 そ れ ぞ れ 自分 た ち の魂 の救 済 よ りも大 切 な ので あ る。

第皿章

こ の作 品 世 界 の中 で 封 建 的 父 性 を 代 表 す る のは 、 父 デ グ リニ ョン 侯 爵 で は な く、 実 は シ ェネ

ル で あ る と言 え る。 コル モン 嬢 が 、 『老 嬢 』 の 主 人 公 で あ った よ うに 、 シ ェネル こそ が 『骨 董

室 』 の主 人 公 で あ る。

革 命 のほ とぼ りが さめ て 、 侯 爵 が 戻 って きた と き、 今 は 公 証 人 と な って 財 産 も人 々 の信 用 も

得 て い る シ ェネル は 、 革 命 時 に 未 成 年 で あ った ので 没 収 か ら逃 れ るは ず で あ った アル マン ド嬢

の名 義 で 、 可 能 な限 りデ グ リニ ョン 家 の不 動 産 を 取 り戻 した 。 次 に 、 侯 爵 か ら受 け 取 った 金 を

使 って 、 侯 爵 が 特 に 大 切 に して い た 城 な どを 自分 の名 義 で 買 い 戻 した 。 デ グ リニ ョン 家 の住 居

は な くな って い た ので 、 か つ て は デ グ リニ ョン 家 の も ので あ った 裁 判 所 の建 物 を 侯 爵 の最 後 の

金 で 買 い戻 して 、 そ こを侯 爵 の 住 居 と した(iv,p.967-8)。 人 々に 「骨 董 室 」 と皮 肉 っぼ く名

づ け られ た のが そ れ で あ る。

年 間 一 万 フ ラン とい う侯 爵 の収 入 で は 、 「公 証 人 シ ェネル が細 心 の 注 意 を 払 った管 理 を して

も、 立 派 な貴 族 の貴 族 的 な生 き方 の生 活 費 と して は ぎ りぎ りで あ った 。 しか も贅 沢 は 一 切 して

い ない 」(vi,p.982)。 成 人 した ヴ ィ クチ ュル ニ ァン が 町 で 自 由に 行 動 す るた め の小 遣 い と して

は 、 年 間2000フ ラン が せ い ぜ い で あ った 。 しか し、 町 一 番 の家 柄 の息 子 と して の ヴ ィ クチ ュル

ニ ァン の優 越 感 を 満 足 させ るに は 、 そ れ で は とて も足 りなか った 。 衣 服 な ど身 の回 りの品 や 馬

車 、 遊 興 費 、 そ れ に 、 女 遊 び の結 果 と して の慰 謝 料 に も金 が か か った 。18歳 か ら21歳 まで の間

に 、 彼 は シ ェネル に8万 フ ラン 近 くの 出費 を させ た(iv,p.ggo)。 更 に賭 け 事 に 負 け た 金 額 と
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して 二 ヶ月 間 に3万 フ ラン の 穴 埋 め を しな けれ ば な ら な い。 田舎 に い て は 出世 もま まな ら ない

とい うこ とに な って パ リへ 送 り出す 支 度 金 と して 、 シ ェネル は 自分 の別 荘 を 売 って10万 フ ラン

を 用 立 て て い る(iv,.p.looo)。 パ リに 出 て 、享 楽 的 な モ ー フ リニ ュー ズ公 爵 夫 人 との 付 き合

い が 始 ま る と、 そ れ ど こ ろで は ない 。 シ ェネル は ヴ ィ クチ ュル ニ ァン のパ リで の生 活 費 と して

月 額2000フ ラン 、 二 年 間 分 の管 理 を パ リの公 証 人 に 委 託 した のだ が 、 た ち ま ち の うちに そ れ は

全 部 使 い 果 た され 、 つ い に パ リの公 証 人 は 彼 に 丁 重 に 支 払 い を 拒 否 す る。 そ こで 彼 は 悪 友 の入

れ 知 恵 の ま まに 、 こ と もあ ろ うに 、 デ ュ ・ク ロ ワジエ の銀 行 宛 て に 手 形 を 振 り出 し、 そ れ か ら

アル マン ドと シ ェネル に手 紙 を 書 い て 、 デ ュ ・ク ロ ワジ エ の銀 行 に 入 金 す る よ う頼 む(iv,p.

1022)。 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン は こ の銀 行 家 の表 面 上 のへ りくだ った 態 度 の底 に あ る 、恐 ろ しい

憎 しみ を ま った く知 ら ない 。 デ ュ ・ク ロ ワジエ に と って は 思 う壺 で あ る。 パ リに 提 携 して い る

銀 行 ケ レール 商 会 か ら欲 しい だ け のお 金 を 引 き 出 して くだ さい とい う意 味 の手 紙 を 送 って くる。

しか し同時 に 到 着 した シ ェネ ルか らの 手 紙 に は、 「私 の財 産 の残 りは わ す か に2000フ ラン と な

りま した 。(...)」 とい うもの で あ った(iv,p.lo25)。 パ リ滞 在 二 年 余 の こ ろ、 アル マン ド嬢 に

も シ ェネル に も 内緒 で 、 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン は ケ レール 商 会 に20万 フ ラン の借 金 を こ しらえ る。

デ ュ ・ク ロ ワジエ は これ に 利 子 を 加 え た 請 求 書 を 持 って シ ェネル を 訪 れ 、 即 刻 支 払 い が なけ れ

ば 訴 訟 に 持 ち込 む と言 う。 こ う して 、 彼 は シ ェネル の土 地 を 買 い と る こ とに 成 功 す る ので あ る。

シ ェネル に 残 った も のは 、 事 務 所 と債 権 と 自宅 だ け と な った(iv,p.lo28)。 ヴ ィ クチ ュル ニ ァ

ンを モ ー フ リニ ュー ズ夫 人 か ら引 き離 す た め 、 パ リか ら連 れ て 帰 る役 目を 果 た す アル マン ド嬢

に 、 シ ェネル は 自分 に 残 って い る最 後 の金 を 託 す 。 一 方 パ リの ヴ ィ クチ ュル ニ ァン に は 高 利 貸

か ら借 りた 金 の支 払 期 限 が 来 る。 彼 は 、 これ も借 金 まみ れ の モ ー フ リニ ュー ズ夫 人 と一 緒 に 外

国 に 逃 げ て い くこ とに して 、 そ の資 金 と して 、 デ ュ ・ク ロ ワジエ の署 名 を 悪 用 して 、 ケ レール

商 会 か ら30万 フ ラン を 引 き 出す のに 成 功 す る。 こ こで 大 団 円 と な る。 こ の30万 フ ラン は 使 わ れ

る こ と な く、 気 分 が 変 わ って 駆 け 落 ちを 拒 絶 した モ ー フ リニ ュー ズ夫 人 が 、 無 造 作 に 机 の引 き

出 しに 入 れ て お い た ので 、 こ の 由緒 あ る二 つ の貴 族 の家 柄 の名 誉 を 辛 う じて 保 つ こ とに な る の

で あ る。 しか し、 シ ェネル は 公 証 人 の事 務 所 を 売 り渡 して 廃 業 しなけ れ ば な ら なか った 。

元 執 事 の これ ほ ど まで の 自己 犠 牲 は ど の よ うに 説 明で き る のだ ろ うか 。

「シ ェネル の眼 か ら見 れ ば 、 侯 爵 は い つ まで も神 々 の種 族 に 属 して い た 。 彼 は 貴 族 階 級 を 信 仰

して い た の で あ る」(iv,p.970)。 彼 は 時 代 錯 誤 を して い るの で は 決 して な い。 「い か に 彼 の、

こ の偉 大 な一 族 へ の忠 誠 心 が 絶 対 的 な も ので あ った とは い え 、 こ の地 方 のほ とん どす べ て の名

門 家 族 の管 理 事 務 を 立 派 に こ な して い た 彼 は 、 時 代 精 神 の 巨大 な うね りか ら 目を 離 さず 、 産 業

と新 しい 風 俗 に よ っ て齎 され た 激 変 を 十 分 す ぎ るほ どに 理 解 す る 良識 を 備 え て い た 」(vi,p.

983)。 た だ 、1802年 、 アル マン ド嬢 が27歳 の と き、 彼 は デ ュ ・ク ロ ワジエ に しつ こ くせ が まれ

て 、 彼 女 に こ の ブル ジ ョ ワと の縁 談 を 持 ち込 ん だ こ とが あ る。 こ の と き の デ グ リニ ョン 兄 妹 の
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怒 りは、 トラ ウマ と して 彼 の心 に残 るほ ど の も の で あ った 。 「この 日以 来 、 デ グ リニ ョン 侯 爵

の態 度 に も言 葉 に も、 友 情 と も言 うべ きあ の心 の こ も った 優 しさが な くな って しま った と彼 に

は 思 え た 。 侯 爵 は 彼 に 礼 を 言 うよ うに な られ た ので あ る。 こ の上 品 な、 正 式 の礼 が 公 証 人 の苦

の種 と な った 。 感 謝 を 大 き な支 払 い と受 け 取 る崇 高 な心 を 持 つ 人 々が い る。 彼 らに と って は 相

手 も 自分 と 同 じ優 しい 感 情 を 持 って い る こ と、 考 え て い る こ とが 調 和 し合 い 、 魂 が 自然 に 溶 け

合 うのを 感 じる方 が 、 感 謝 され る よ り嬉 しい も のだ 。 そ れ まで シ ェネル は そ の よ うなあ りが た

い 友 情 を 享 受 して い た ので あ る。 侯 爵 は 彼 を 対 等 に 扱 って くだ さ って い た のだ 」(iv,p.969)。

ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を パ リに 送 り出す 直 前 、 シ ェネル が ヴ ィ クチ ュル ニ ァン のそ れ まで の放

蕩 のた め の 出費 を 用 立 て て い る こ とが 、 初 め て 父 親 の耳 に 入 った と き、 侯 爵 は シ ェネル を 叱 る。

「お 前 が デ グ リニ ョン 伯 爵 に 金 を 貸 した とは 、 出す ぎた こ とだ ぞ 。 わ しが 即 刻 、 金 を 返 して お

前 は 出入 り差 し止 め と な る と こ ろ じゃ。 あ い つ の悪 行 に 油 を 注 い だ のだ か ら な」(iv,p.998)。

シ ェネル は た だ 、 恐 れ 入 るば か りで あ る。 彼 は 「こ の家 族 の原 理 原 則 に は 何 も言 わ ず に 従 お う

と心 に 決 め て い た 。 一 兵 卒 に な り、 い つ で も死 ぬ 覚 悟 で 持 ち場 を 守 る のだ 。 嵐 の真 っ只 中 で も

彼 の言 い 分 は 聞 か れ ない で あ ろ う」(vi,p.985)。 しか し、 彼 は 旧体 制 を 死 守 せ ん とす るば か り

の侯 爵 の信 念 が 、 「若 い デ グ リニ ョン 伯 爵 の 今後 の 精 神 、 品行 、 思 想 に 及 ぼ す 取 り返 しの つ か

ない 災 禍 を 見 て 取 り、 苦 しみ 悩 ん で い た 」(vi,p.984)。 彼 は ヴ ィ クチ ュル ニ ァン を 父 親 と して

愛 して い た の で あ る。 「妻 を 亡 く し子 ど もは な い の で 、 彼 は元 主 人 の 息 子 を 心 の 中 で は養 子 に

して しま って い た 」(iv,p.ggo)。 実 際 、 実 の父 親 で あ る侯 爵 に は 、 息 子 の不 品 行 は ほ とん ど知

ら され ない 。 も ち ろん 、 犯 罪 も彼 は 知 ら ない ま まで あ る。 彼 は 父 親 の役 割 りを もは や 果 た す こ

とが 出来 ない 。 シ ェネル が 代 わ りを して い る。 そ れ が 最 も顕 著 に 表 れ る のは 、 ヴ ィ クチ ュル ニ

ァン が 逮 捕 され た 時 で あ る。 「『も し私 が もみ 消 しに 失 敗 した ら、 起 訴 状 が 作 成 され ない 間 に 自

決 な さ らな け れ ば な りませ ん。』 ヴ ィ クチ ュル ニ ァン は荘 然 自失 の 状 態 で あ った の で 、 言 わ れ

た こ とを 理 解 で きず に公 証 人 を 見 つ め て 言 った 。r自 決 だ って?』rそ うです 。 も し勇 気 を お 持

ち に な れ な け れ ば 、 坊 ち ゃ ま、 私 に お任 せ くだ さ い 。』 彼 の手 を 握 って シ ェ ネル は 言 った 」

(vi,p.lo47)。 これ は、 『海 辺 の 悲 劇 』Undrameaubonddelame.(1834)に 描 か れ た 父 親 と

同 じ発 想 で あ る。 彼 は アル マン ド嬢 が 母 親 で あ る 以上 に 、 優 れ た 父 親 な の で あ る。 「母 親 とは

災 禍 を 予 見 す る も ので あ る。 アル マン ド嬢 の よ うな独 身 女 性 は 、 災 禍 を 見 よ うと しない し、 た

とえ 認 め る と して も、 母 親 の よ うに す ば や く気 が つ か ない 。 母 親 は 災 難 を 予 防 し、 独 身 女 性 は

治 療 す る ので あ る。 また 、 独 身 女 性 の まが い も の の母 性 に は 、 美 青 年 に 対 す る盲 目的 な憧 憬 が

あ って 、 叱 る こ とが 出来 ない 。 老 公 証 人 の も のを 見 る 目は 、 生 活 体 験 、 仕 事 の経 験 か ら、 慎 重

で 洞 察 力 が 備 わ り、 そ のた め 彼 は 母 性 愛 の よ うな予 見 の力 を 持 って い た 」(vi,p.985)。
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第IV章

以上のように感動的なシェネルを戯画化する技法とはどのようなものか。 ピエール ・ラル ト

マは、「バルザ ックのイメージについて」14)において、『骨董室』の中での 「天使」を意味する

angeと い う語の使われている場所 と意味合いを詳 しく分析 している。この作品ではこの語は

専らモーフリニューズ夫人に限定 して、 しかも頻繁に使われていることを指摘 し、その一つづ

つの意味合いを考察 して、それに基づきバルザ ックのモーフリニューズ夫人像を論 じている。

ここでは、シェネルが彼女に 「あなたは天使です」とい う場合の、シェネルについて考えてみ

たい。これは確かに平凡極まりない表現ではあるが、それに しても、シェネルを無一文に した

最大の原因であ り、一家の希望の星ヴィクチ ュルニァンの将来を危 うくし、デグリニョン家を

存亡の危機に至らしめた張本人のモーフリニューズ公爵夫人に対 してシェネルはお世辞にも言

えない言葉ではないだろうか。それを二回も彼は発する。二度 しか彼女に会っていないので、

会 うごとにと言 うわけである。読者は最初、驚 く。そ して次に述べられる作者のコメン トによ

って、いわば、水を浴びせられたような状態になる。二度とも読者はシェネルとともに興奮す

る場面なのだが、作者が一歩退いていることに気づかされ るのである。一回目は括弧つきで

(彼女はすべての人にとって天使でなければならなかったのだ)と ある。このコメン トが椰楡

としての効果を発揮するのはもちろん、これまで彼女に 「天使」の語を、この語の本来の宗教

的な意味ではなく、彼女が天使を演 じていると言 う意味で執拗に用いられていたからであるし、

更に、シェネルのこの発言の直前の彼女の動作もかなり滑稽に描かれているからでもある。早

朝シェネルは彼女の寝起きを襲 ったのだが、彼の説明を聞いて事の重大 さに驚き、「彼女は慎

みをすっか り忘れ、公証人が男だとい うことへの考慮もなく、羽毛布団をぱっとはねのけ、ラ

マルチーヌの詩集の、(『天使の墜落』のブ ドウ状装飾模様をバ ックに描かれ る)(筆 者)天 使

たちの一人のように、公証人の前を通って書き物机に突進 した。30万 フランをシェネルに渡す

と恥ずか しそ うにベ ッドに戻った。」(iv,p.lo46)。 次に、彼女がパ リでできるだけの手立てを

尽 くしたあと、夜明け前にシェネルの家に男装を して、一人で馬車に乗って到着 したときであ

る。シェネルは同 じ言葉を発 し、そしてここでも括弧つきで、(男 になって も彼女は相変わら

ず天使でなければならなか ったのだ。)と 書かれている(iv,p.lo78)。 ここまで来ると、読者

には、ヴィクチ ュルニァンが借金を重ねて訴えられる危険性を知ったあとのシェネルの慌て方

も、滑稽に見えて くるのではないだろうか。

先に見たように、この作品では、初めからヴィクチ ュルニァンの破綻は予告されていた。読

者の興味は、それがどこまでかとい う点に集中する。パ リでの彼の多額の借金が刑法上の罪と

なった ときから、筋の運びは活発になる。同時にシェネルの動きも活発になる。「一瞬の うち

に老人は青年時代の能力、迅速さ、勢いを取 り戻 した。旅行の荷物を準備 し、金を持ち、小部
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屋に六斤のパンを置いて、彼の養子をそこに閉 じ込めた」(iv,p.lo45)。 彼の動作につれて文

章も短 くてきぱきと話は進む。 しか し、彼ができるだけの手立てを したところで話は中断 し、

地方の裁判所についての説明が長々と続 くので、読者の興奮はさめる。考えてみれば、慌ただ

しくパ リまでの道の りを馬車で往復 したシェネルの動 きは、r老 嬢』におけるコルモン嬢の運

命が決まるときの場面 と、重なって見えてきはしないか。『老嬢』において も、彼女の慌ただ

しい馬車旅行以後、話は急展開する。そのときの彼女は実に滑稽に描かれていた。

シェネルが 「あなたは天使です」と言 うところが滑稽を感 じさせる原因としては、次のよう

にも考えられる。これまで、シェネルは終始現実を しっか りと見据え、幻想を抱 くことのない

人物 として描かれていた。彼の言動にはいささか も滑稽なところはなか った。ところで、「天

使」とは非現実の存在である。 しかもモーフリニューズ夫人は、比喩的な意味においても 「天

使」ではなく、それを演 じているだけである。 フィリップ ・ベルティエは 「職業的天使」15)と

書いている。経験の浅いヴィクチ ュルニァンは騙されたが、彼女が 「かまとと」であることは

多 くの人物に知れている。また、モーフリニューズ夫人がシェネルに会 うときは、そのような

演技をする場面ではない。シェネルが感動するような行動を彼女が取っているとしても、それ

は彼女自身のためであることを彼女が自分で口走 りさえする。デュ・クロワジエ夫人がデグリ

ニョン家の有利になる証言を して くれたときの方が、ずっと感動的である。それにもかかわら

ず、彼がいとも簡単に 「あなたは天使です」と感動するのは、彼の人物像とかけ離れているの

である。それが現実らしくないのではない。思いがけないのである。コルモン嬢が太った身体

で、慌てふためいたのと同じようなミスマッチである。老人の彼が、あっとい う間にパ リとア

ランンン との間を馬車で往復 し、そのどちらの町でもめまぐるしい働きを したのも同じである。

これらは同情に値するが、また、笑いも禁 じえない。

r骨董室』では、結末は常に予告されていた。悲惨なことも論理的な結果と思えるように描

かれている。緊迫感が少ない。ただ、老人の敏捷さや、あらん限 りのコケットリーを見せてい

た女性が男装で、 しかも毒薬まで携えて突然姿を現わすと、読者は予期せぬ緊迫を感 じる。こ

こで作者が人物に滑稽な発言をさせるのは、戯画的効果を狙った手法であると思われる。

シェネルはあるときは犬に例えられ、「昔の使用人に対する侯爵の愛着は、犬に対す る飼い

主の愛情 と同類であった」(iv,p.999)と 書かれていた。 ところが超人的な早業でデ ュ・クロ

ワジエ派 と戦 うときは、マレンゴの戦いのときのナポレオンを引き合いに出して、「ナポレオ

ンと同じくらい、いや、ナポレオンより偉大であるためには、シェネルでなければ、老公証人、

老執事でなければならなか った」(iv,p.lo57)と 書かれている。その死を描 くときにも、「王

立裁判所で(ヴ ィクチ ュル ニァンの免訴という)(筆 者)判 決の確定が行われた一 ヵ月後、心

身ともに振 り回されたこの争いに精根尽き果てたシェネルは、勝者として死を迎えた。まるで、

抵抗する猪の一突きを受けた忠実な老犬のように」(iv,p.lo94)な どと書かれている。
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モ ー リス ・メナ ール は 『「人 間 喜 劇 」 に お け るバ ル ザ ッ ク と滑 稽 』 に お い て 、 「『滑 稽 さ』 は 、

現 実 世 界 の正 確 な 解 釈 を 見 せ る、 真 実 、 意 義 、類 型 の 証 言 で あ る」16)と述 べ て い る。 上 の よ う

に シ ェネル を 、 あ る時 に は 犬 に 、 また 別 の と こ ろで は ナ ポ レオン に なぞ らえ る のは 、 コ ミカル

なイ メ ー ジ の一 例 と して 彼 が 挙 げ て い る 「同一 人物 に 関 す る多 様 な比 喩 」17))の 一 例 とみ な さ

れ る。1830年 代 とい う 「人 々が 失 望 して い た こ の時 代 に は 、 椰 楡 が 流 行 した 。 安 価 な 出版 物 が

寸 劇 や 諏 刺 画 を 普 及 させ 、 バ ル ザ ッ クも この 流 行 に一 役 買 った の で あ る」18)。『骨 董 室 』 が 着

想 され て か ら完 成 され る まで の期 間 が 、 そ の時 代 で あ る。 彼 は 様 々 なペン ネ ー ムを 使 って こ の

よ うな 出版 物 の た め に 多 くの 文 章 を 書 い て い た 。 彼 の 「滑 稽 の美 学 」 と し て は 、 「笑 い とは

『現 実 』 に 対 す る包 括 的 な回 答 で あ る。 誘 惑 した り、 脅 した り、 挑 発 した り して くる世 の中 や 、

欲 望 、 苦 悩 、 失 敗 の 絶 え ぬ 自分 に 向 って 、 笑 い に よ って 応 じる と は、 『現 実 』 と全 く関 係 を 絶

つ こ と な く、 身 を 引 く事 、 距 離 を 置 くこ とで あ る」19)。

『老 嬢 』 で は 母 性 が 問 題 で あ った 。 『骨 董 室 』 で は 父 性 で あ る。 これ らは 封 建 制 度 に と って

最 も大 切 な世 襲 制 を 維 持 す るた め の根 本 条 件 で あ った 。 しか し封 建 制 度 が 否 定 され た 世 界 で は 、

これ らに つ い て も新 しい 認 識 が 必 要 で あ る。 そ の事 実 を 直 視 す る こ とは 、 そ の こ とか ら恩 恵 を

受 け て い た 者 に と って は 極 め て 困 難 で あ る。 モ ー フ リニ ュー ズ夫 人 は こ とが 終 わ って パ リに 帰

る と き に宣 言 す る。 「こち らで は 皆 様 、 お頭 が お か しい の じゃ ござ い ませ ん?今 は19世 紀 な の

に15世 紀 の ま ま で い た い とお 思 い な の で し ょ う?も う名 門 の貴 族 階 級(noblesse)は 存 在 い た

しませ ん 、 あ る の は特 権 を も つ 貴 族(aristocratie)だ け な の で す よ。 よ ろ しい こ と?大 砲 が

封 建 制 度 を 壊 した の と 同 じよ うに 、ナ ポ レオン 民 法 は貴 族 の証 明書 を消 して反 古 に した の です 」

(iv,p.lo92)。 彼 女 は ヴ ィ クチ ュル ニ ァン に デ ュ ・ク ロ ワジエ の姪 との結 婚 を 勧 め る。

古 い も の は しか し、 否 定 され て い るの で は な い。 「破 壊 され た偉 大 な る も の の威 厳 の す べ て

を 遺 して い る見 事 な遺 跡 」(iv,p.974)と 同 じ よ うに、 「アル プ ス の深 淵 か ら真 っ直 ぐに 立 ち上

が って い る古 い花 崩岩 の よ うに、 次 々 と起 こ る事 件 の奔 流 に 抵 抗 して い る」(iv,p.984)偉 大

な人 も忘 れ 去 られ て は な らな い 。 古 い 花 崩 岩 の よ うな父 親 の 何 人 か は 封 建 制 度 の 象 徴 と して

『人 間 喜 劇 』 に 登 場 す る。 彼 らが 力 を 失 って も、 そ の立 派 で 偉 大 な臣 下 の封 建 的 な、 あ くこ と

な き忠 誠 心 は 「英雄 的 」 で 「崇 高 」(ibid.,p.lo95)で あ り続 け る。 バ ル ザ ッ クが貴 族 社 会 を

描 くのは 、 「何 も知 らな い人 々 の愚 か な批 判 を退 け、 『も うな くな った のだ 』 と人 に 言 わ れ た り、

多 くの分 か りも しな い人 々 に攻 撃 され て い る世 界 の偉 大 さを 立 証 す るた め 」(vi,p.950)で あ

る。 バ ル ザ ックは 時 代 遅 れ を滑 稽 に 描 き なが ら、 古 き よ き もの の価 値 を守 って い る。 「彼 は 何

が 破 壊 され る の か を知 って い て 、 醜 悪 が支 配 的 に な る こ とを 恐 れ て い た の で あ る」20)。封 建 制

度 に お い て 重 要 な要 素 で あ る世 襲 制 の根 幹 を なす 、 母 性 と父 性 の崩 壊 を 描 くこ とは 、 革 命 後 の

フ ラン ス社 会 の変 遷 を 描 くr人 間 喜 劇 』 に と って 重 要 な課 題 で あ る。 古 き 良 き も のを 失 うとい

う、 あ る人 々に と って は 受 け 入 れ が た い 現 実 を 、 戯 画 的 手 法 で 提 示 して 納 得 させ や す く して い
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るのではないか。『老嬢』のコルモン嬢 も 『骨董室』の元執事 シェネルも自身の子孫は持って

いない。バルザ ックは喜劇の主人公は庶民であるべきとする伝統に従 うごとく、封建的な世襲

制を維持するものとしての父性と母性を、貴族への憧れや忠誠心を極めて強 く持つ庶民階級の

人物たちの実体のない母性と父性に託することにより、その挫折を戯画的に描 くことを可能と

し、その手法により、旧体制の崩壊の現実を描き、 しか しそこから人々の記憶に しっか りと止

めお くべきものを印象づけようとしたと考えられる。

テ キ ス ト
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関 係 で 、 バ ル ザ ッ ク の 作 品 か ら の 引 用 は 、 本 文 中 の 該 当 場 所 の()中 に こ の 叢 書 の 巻 数 を ロ ー マ 数 字 小

文 字 で 表 記 し 、 そ の 後 に ペ ー ジ 数 を 記 入 し た 。
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